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京都市地域連携型空き家流通促進事業京都市地域連携型空き家流通促進事業

これまでの取組についてこれまでの取組について

平成25年12月2日

京都市都市計画局住宅室住宅政策課



平成20年時点で 住宅総数が世帯総数を大きく上回り

はじめに

平成20年時点で，住宅総数が世帯総数を大きく上回り，
空き家数が約11万戸 （空き家率14.1％）に及んでいます。
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図１ 本市の住宅総数・世帯総数・空き家率の推移 （資料：各年住宅・土地統計調査）



住宅・土地統計調査では，空き家の種類を以下の４つに
区分しています区分しています。

「二次的住宅」 ・・・別荘やセカンドハウスになっている住宅

「賃貸用住宅」 ・・・新築・中古を問わず，
賃貸のために空き家になっている住宅

「売却用住宅」 ・・・新築・中古を問わず，
売却のために空き家にな ている住宅売却のために空き家になっている住宅

「その他の住宅」 ・・・上記以外の人が住んでいない住宅で，例えば，転

勤・入院などのため居住世帯が長期にわたって不勤 入院などのため居住世帯が長期にわたって不
在の住宅や建て替えなどのために取り壊すことに
なっている住宅など



「その他の住宅」が，平成５年からの15年で，1.74倍に大
きく増加していますきく増加しています。
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図２ 空き家の種類別にみた空き家数の推移 （資料：各年住宅・土地統計調査）
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空き家数は，伏見区，左京区，右京区の順，空き家率は，
東山区 北区 下京区の順に高くな ています東山区，北区，下京区の順に高くなっています。
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図３ 行政区別にみた空き家数・空き家率 （資料：各年住宅・土地統計調査）
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幅員４ｍ未満の道路に接する空き家は，東山区が47.8％
で最も高く 上京区 山科区 右京区とな ています
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で最も高く，上京区，山科区，右京区となっています。
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図４ 接道状況別にみた空き家の割合 （資料：各年住宅・土地統計調査）



空き家所有者 入居希望者ともに様々な不安を抱えて

地域連携型空き家流通促進事業の仕組み

空き家所有者・入居希望者ともに様々な不安を抱えてい
ることが，空き家が流通市場に出てこない要因。

 現  状 

倉庫等と

現 状

空き家の
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返 っ て こ
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空き家の増加を地域の課題として捉え，安心・安全なまち
づくりに向けて 地域とコ デ ネ タ が連携した仕組みづくりに向けて，地域とコーディネーターが連携した仕組み
づくりを検討。



地域とコーディネーターが連携して，空き家情報の把握・
整理 空き家活用に向けた具体的な取組 入居希望者整理，空き家活用に向けた具体的な取組，入居希望者
に伝えたい地域の想いの取りまとめなどを実践。

 

地域が主体となって地域が主体となって

地域が主体となった体制づくり 

地域が主体となって，

「学区の住まい方」 

として取りまとめ 
○大切にしたい暮らし方

地域が主体となって，

空き家情報の把握・整理 

所有者が，コーディネーターや地域と一緒に 

空き家の活用条件の検討 

○大切にしたい暮らし方

○入居希望者に伝えたい 

地域の想いやニーズ

○地域の取組や宝物（魅力）

○暮らしのお役立ちマ プ
専門家からの 

活用の提案 

○暮らしのお役立ちマップ
など

所有者が，具体的な活用方法を決定，入居者募集
 

住民への周知，啓発 

マッチング（空き家所有者と入居希望者をつなぐ） 



空き家の把握
空き家

倉庫(地域が判断)

本事業で活用された空き家本事業で活用された空き家

市場で流通した空き家

六原学区 /

200200件



空き家

倉庫(地域が判断)

本事業で活用された空き家

市場で流通した空き家

除却された空き家除却された空き家

春日学区 /

2121件



空き家

倉庫(地域が判断)紫野学区 / 169件
本事業で活用された空き家

市場で流通した空き家

紫野学区 / 169件



空き家

倉庫(地域が判断)

本事業で活用された空き家

市場で流通した空き家

空き地 駐車場空き地・平面駐車場

福西学区 /

4747件



空き家

倉庫(地域が判断)粟田学区 / 122件
本事業で活用された空き家

市場で流通した空き家

除却された空き家

粟田学区 / 122件

除却された空き家



長屋

本事業による活用の事例

長屋・

京町家二階建て京町家

東京在住の京都大好きの単身者が
セカンドハウスとして入居予定



路地奥・長屋の空き家

建て替えができない路地奥の空き家建て替えができない路地奥の空き家
地域でまちづくり活動に取り組む大学生が，

住居・製作の場として入居



路地奥・
長屋の空き家

建て替えができない路地奥の空き家
ゲストハウスとしての活用を予定



建て替えができない路地奥の空き家
路地奥・

建て替えができない路地奥の空き家
空き家が蘇る様をみて，

所有者が再び入居を決意長屋の空き家



文化芸術活動の
拠点としての活用拠点としての活用

若手芸術家等の居住・制作・発表の
場づくりと連携した空き家活用



文化芸術活動の
拠点としての活用拠点としての活用

若手芸術家等の居住・制作・発表の
場づくりと連携した空き家活用場づくりと連携した空き家活用

東京からUターンした
若手アーティストが入居



比較的規模の大きな京町家
住宅兼ゲストハウスとして活用ゲストハウスとしての活用



シェアハウスとしての活用

御所近くの閑静な場所に立つ京町家
女性限定のシェアハウスとしての活用を予定



事業実施地区にお ては 地域のまちづくり活動の 環と

今後の進め方

事業実施地区においては，地域のまちづくり活動の一環と
して，地域の実情に合った進め方で取組を継続

本事業に取り組む意向のある地域を，毎年度，新たに，
概ね３地区程度公募・選定

学識経験者や専門家による研究会を設け，活動地域の
フォロ 事業の評価や制度改善を検討フォロー，事業の評価や制度改善を検討

●地域への支援

●相談窓口の充実●相談窓口の充実

●啓発パンフレットやコーディネーターマニュアル等の充実

地域とともに本事業に取り組む意欲のあるコーディネーター
を募集し 地域のニ ズを踏まえて紹介（制度化した仕組を募集し，地域のニーズを踏まえて紹介（制度化した仕組
みの運用）


